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　　主　　題（2012 ／ 2013）

国 際 会 長　　「世を照らす光となろう」　　　　　　　　　　　　　　

ア ジ ア 会 長　　「歳月はY’sをワイズ（賢者）にする」　

西 日 本 区 理 事　　「先頭に立ってワイズの光を輝かそう　クラブで、地域で、国際社会で」

中 部 部 長　　「前へ！声を掛合い！」

名古屋クラブ会長　　「共に手をとり広げよう　"Y's の輪・絆 "」

2012 〜 2013　5　月　号　　(No795)

在　　籍 27 名
第 1 例会 21 名
　　メネット 10 名
第 2 例会 9 名
　　メネット 0 名
ゲスト・ビジター  7 名
メーキャップ 1 名
出席率 84.6%
メネット会 10 名
ゲスト・ビジター 　0 名

4 月クラブ出席 B　　　F

切手 75pt

現金 0pt

小計 75pt

切手  2300pt

現金 16000pt

累計 18300pt

4
　
月

累
計
（
7
〜
4
月
）

青　木　

伊　藤 ◯

飯　田 ○

伊左治 ○

岩　田 ◯

尾　関 ○ 

小　尾 ◯

加藤晃　

川　口 ◎

川　本 M

木　本 ○

久保田 ◎

五　島 ◎

小　谷 ○

塩　田 ◎

鈴　木 功

千　賀 ◎

相　馬 ◎

谷　川 ◯

寺　田 　

中　野 ◎

西　村 ◎

平　野 ◯

深　谷 ◯

水　谷　

義　井 ○

渡　辺 ◎

4　月　　個　人　出　席 第 一 例 会（4/9）
　　メネット　飯田　伊左治　尾関　加藤朱　木本　久保田
　　　　　　　五島　西村　平野　長井
　　ゲスト　　中村　河部
　　　　　　　野村メネット主任　松本メネット主査
　　　　　　　杉山メネット会計　荒川中部部長
　　　　　　　荒川メネット

財務委員会（4/12　大阪）
　　　　　　　渡辺

西日本区役員会（4/12 〜 13）
　　　　　　　川口　谷川　平野　渡辺

第　2　例　会

5 月特別例会プログラム

と　き:2013 年 5 月 21 日㈫ 7:00p.m. 〜 8:30p.m.
ところ: 名古屋 YMCA
プログラム：6 月例会の件・西日本区大会の役割分担他

　昨年６月に役員バッチを引き継ぎ、もう一年が経つのかと感慨
深く、第 16 回西日本区大会を迎えます。西日本区大会は今期を
締めくくる集大成でもあり、各地から友人知人が一堂に会し語ら
い交流を楽しめる華やかな催しものです。過去、一般会員として、
事業主任として参加して参りましたが、理事キャビネットとして
参加する今回は、今までに無い思いがあります。１６００有余の
会員皆さんは勿論の事ですが、会員を導きご指導して来てくださ
った、部長、主任の皆さんへの最高の舞台であると今更ながら感
じます。しかし、成瀬理事と共に迎えられないのが残念でなりま
せん。この区大会は、参加者全員が楽しむ会でもあり、成瀬理事
への結果報告会との位置づけが強い大会になります。生前成瀬理
事は、今後に繋げ発展するため反省と評価をする。そのために結
果報告は大事な事であると良く仰ってました。今回理事へ直接報
告は出来ませんが、ある日、ある時、評価をしてくれる事と信じ
ています。最後の舞台には直接立てませんが、私たちと共に区大
会の舞台に立ちます。その日まで準備に励みます。しかし、多く
の参加者があっての事です。４月の末で登録の申込締め切りとな
りますが、若干の心配しつつ結果を待ちます。
　私自身西日本区大会準備委員として携るのは２回目ですが、会
場、企画、登録等々非常に大変な作業です。毎年どこかの地で準
備されて居られますが、参加する事が実行委員会への評価でもあ
ります。色々な特色があり、思い出が多く残るイベントです。地
元で開催する大会も楽しいですが、他の地域の大会に参加するの
も思い出です。
　共に元気で大会に参加しましょう。
　今回理事が居られませんが、理事の口癖「やったら　ええやん」

「楽しまないと」を合言葉に楽しい大会にして、理事からお褒め
のお言葉を頂戴します。「これで　いいのだ！」

第 16 回西日本区大会へ向けて
平　野　実　郎

会　　長　五島八郎
副 会 長　川口　恵　飯田和也

書 　 記　千賀　将　　深谷　聡
会　　計　川口　恵　　塩田　保

ブリテン　久保田　平野　伊左治　

タイムオブファスト
と　き：2013年5月11日㈯　2:00p.m.〜2:30p.m.
ところ：東別院会館ホール
　　　　　（東別院駅下車 4 番出口西へ徒歩 3 分）

  司　会 久保田　啓君
開会宣言　  会　長 五島　八郎君
ワイズソング
聖書朗読・祈祷
入会式　　　　　河部　薫君　　中村　隆君  
諸報告
ハッピーバースディ
閉会宣言   会　長　五島　八郎君

講　演　会

司　会　下村明子さん（名古屋グランパス）

第 1 部　陸前高田市　戸羽　太 市長講演
第 2 部　矢野きよ実氏　講演
第 3 部　座談会　戸羽　　太氏
　　　　　　　　瀧川　裕康氏
　　　　　　　　矢野きよ実氏



(2)

と　き　2013 年 4 月 9 日（火）　6：30 〜 9：00pm

ところ　名古屋 YMCA

　今月の例会はメネットナイト。昨年 12 月に入会された義

井裕子メンにお願いして昨年 8 月ソウル＆江華島に於いて 4

泊 5 日で行われた「日韓 YMCA 青少年文化交流セミナー」

のお話をお聞きしました。

　日本からは、学生・リーダー５名、スタッフ 2 名、計 7

名が参加。マスコミ等で激しい反日行動の報道が流れる中、

当初不安を抱いての訪問でしたが、実際にはソウルの街なか

にもそのような様子は無く、終始和やかにプログラムが進ん

で行ったという事でした。

　若者たちは積極的且つ友好的に意見を出し合って、ディス

カッションやリクレーションを通して交流を深めていかれた

との事。60周年記念行事の際お会いした学生さんたちの若々

しい、爽やかな様子が思い出されました。

　両国の間には様々な問題を抱えてはいますが、個人個人、

特に若い人達が歴史を正しく認識しつつお互いの国、文化を

理解し合うことでまた新しい関係を作っていくことが出来る

と確信します。今後もこの交流が永く続きますよう祈ります。

　今年もメネットが味見に吟味を重ねて美味しい食事をご用

意いたしました。それに差し入れのお惣菜や、コーヒー、デ

ザートも加わってとても盛りだくさんの豊かな夕食になりま

した。

　野村靖子メネット事業主任をはじめ、沢山のゲストにおこ

しいただき感謝いたします。その上、荒川まこと中部メネッ

ト主査から手作りのハーブティ、ハーブソルトをいただき和

やかな気持ちで閉会となりました。

（長井衣世）

と　き：2013 年 4 月 16 日（火）19:00 〜 20:30

ところ：名古屋ＹＭＣＡ

１）5 月第１例会について

　　5 月 11 日（土）　陸前高田市市長　戸羽太氏　講演

　　名古屋クラブでの例会は 14:00 〜 14:30 に行う

　　河部さん、中村総主事の入会式を行う

　　タイムオブファスト

２）社会館を招待する潮干狩りについて

　　6 月 8 日（土）知多市乙方海岸　例年と同じ会場で行う

　　5 月第 2 例会にて社会館　ＹＭＣＡ担当者に出席願う

３）西日本区大会について

　・ 故成瀬理事の御子息を大会に招待する　その費用につい

　　ては実行委員会と検討

■■■  第 1 例 会 レ ポ ー ト ■■ ■

■■■  第 2 例 会 レ ポ ー ト ■■ ■

第 1 部「東日本大震災から学ぶ講演会」講師

陸前高田市市長　戸羽　太 氏
1965 年　神奈川県出身
1995 年から陸前高田市議会議員を 3 期 12 年務める。
2011 年 2 月陸前高田市長就任の直後被災。
震災で奥様を亡くされ、震災直後から復興へ獅子奮迅の活躍で、陸前高田市の市民を
りード。二児の父。　　著書「被災地の本当の話しをしよう」ワニブックス

第 2 部「被災地の子ども逹と書を通じてのふれあい」講師

矢野　きよ実 氏
名古屋市大須生まれ。下町育ちの飾らないトークが大好評で、さまざまなテレビ・ラジオ
番組のパーソナリティを務める。また書家として霄花の号（玄玄書作院理事）で活躍中。
NHK ヒューマンドキュメンタリー「書は心を開く」がオンエアーされ、各方面から多く
の反響をよんでいる。

大震災による被災状況、現
況を語って頂き、震災支援
の継続と、大震災への備え
などを共に考えます。



(3)

　・ 大会登録は千賀より実行委員会にＦＡＸし完了。各自

の登録費の支払いは名古屋クラブの口座に振り込みとす

る。各自の料金については 5 月号のブリテンとともに郵

送する。

　・ 聖岩クラブの西日本区大会への受け入れについては、五

島会長が聖岩クラブ訪問時に聖岩クラブの意向をお聞き

してくる。大会終了後の紀の川クラブ、熱海グローリー

クラブとの昼食会の予定。

４）その他

　　 クリスマス例会を第 1 希望 12 月 14 日（土）第 2 希望

12 月 7 日（土）として会場を探す。

（千賀　将）

「喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きなさい。」
ローマの信徒への手紙１2：15

西　村　　清

　５月の例会は東別院のホールをお借りして、陸前高田市の

戸羽太市長をお招きして、講演会を開くことになりました。

東日本の大震災がどのようなものであったか、今なお、復興

もままならず、多くの人が苦しみ悩みの中におられる人々の

現実を、生の声として、連れ合いを亡くしながら、必死に震

災直後から復興へ獅子奮迅の働きをしておられる戸羽市長か

ら直接聞きたいと願っての企画です。

　今月の聖句にありますように、「喜ぶ人と共に喜ぶ」とい

うのは私たちにとってはかなり難しいことです。同期の人が

課長になり、自分は平のままだと、その人の昇進を共に喜ぶ

どころではありません。むしろ嫉妬を覚えます。隣の子供さ

んが一流の大学に合格し、自分の子供は浪人するようなこと

になれば、顔はひきつり、またこころ穏やかでなくなります。

このように、共に喜ぶというのはむずかしいのですが、他の

　人が悲しんでいると容易に同情できるし、時には涙も流せ

ます。

　しかしその悲しいことにしても、日本人は熱しやすく、冷

めやすい、と言われます。悲しい出来事が起こると、気の毒

に思い、一生懸命同情します。地震などの天災が起こると、

街頭募金をしても、直後はかなりの方がお金を入れて下さい

ます。しかし半年もすると、「いつかそんなことがあったか

な！」と言わんばかりに、ほとんど募金は集まりません。

　東日本大震災のことでも、２年あまり経過すると、心に残

っていても、積極的に被災者の心の悩み、生活の困難、復興

が進まない等へのサポートの心はどこえやら、すべてが風化

し、次に震災が起こると、そちらへと関心がよせられていき

ます。

　東日本の大震災はあまりにもひどい状態で、むしろ心の問

題も、また目に見える復興もこれからが一層大きな課題とな

ると思われます。決して風化させてはならないし、陸前高田

の戸羽市長の話をお聞きして、しっかりと、心に刻みつけた

いと願うのです。

　「喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きなさい」。

『ワイズメンの賢い話』(No203）

『外 な る 人 と 内 な る 人 』

　このところ、私は年をとったので、いろいろと体調が

良くないことが多くて大変だよ。だけど、私たちには「外

なる人」と「内なる人」があるのだよ。高齢者になると

「外なる人」が、日々衰えていくのは、当然だけど、「内

なる人」は、永遠の命が与えられて、神さまに生かされ

ている存在なのだよ。だから「内なる人は、日々新たに

されるのだよ。だから世の中には、外見上は年寄りに見

えるけれど、その考え方や行動が若い人と同じような人

がいるね。私も、そういう人になりたいのだよ。「内な

る人が、日々新たにされるには、私たちの死は肉体的な

死だけではないということを信じる必要があるのだよ。

私たちがイエス様を救い主メシア、キリストと信じるな

らば、たとえ、肉体的人間である「外の人」が死んだと

しても、永遠の命が与えられて、「内なる人」は日々新

たにされて永遠に生きることができるのだよ。そうであ

るならば、今でも、外見上は高齢者であっても、毎日を

若い人のように生きることができるようになるよね。そ

して、「外なる人」は、肉体的な存在だから「見えるも

の」であって、「内なる人」は、その人の考え方や気持

や心を指すから「見えないもの」なのだよ。だから、「内

なる人」は「見えないもの」であって、永遠に存在する

のだよ。

（コリントの信徒への手紙二４章１６－１８節）

（寺田仁計）
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メネット例会

と　き：5 月 18 日（土）　10：00 〜 14：00

ところ：名古屋 YMCA

　・西日本区大会のおみやげを完成させる。

　・6 月メネット総会の打ち合わせ

　　　（飯田純子）

5月メネット会ごあんない感　謝
中部メネット事業主査　荒川まこと

　4 月 9 日（木）名古屋クラブのメネットナイトに出席さ

せて頂きありがとうございました。

　野村メネット事業主任とそのキャビネットも参加されメ

ン、メネット合わせて 40 名程の例会でとても楽しい会で

した。時間通りに点鐘、祈祷の後の食事は、名古屋クラブ

のメネットさん手作りの美味しい料理、料理をされている

皆様のお顔が目に見えるように美味しく頂きました。

　名古屋クラブのメネット会は歴史も有り、メネットの皆

さまお一人一人の会に対する熱意も感じられとても力強く

感じ、深い感銘を覚えました。名古屋クラブのメネットの

皆さまに倣いメンをサポートしていきたいと思っています。

　本当にありがとうございました。

メネットナイトに参加して
名古屋東海クラブメネット　松本　淳子

　4 月 9 日（火）の名古屋クラブ例会メネットナイトにご

招待いただき、名古屋東海クラブよりメネット 3 名、野村、

杉山、松本がお邪魔しました。例会をすべてメネットの手

で企画・運営されるとお聞きして、さすが、歴史あるメネ

ット会だからこその計画と感心したしました。

　会は、会話しやすいテーブルセッティング、手作りの料

理が並ぶバイキング形式の食事と飲み物、女性メンバーの

卓話と、ふんわりとやさしさが漂う、女性ならではのエッ

センスがちりばめられた楽しくて印象深い例会でした。

　メネット報 NOTES & NEWS に掲載されたある部のメ

ネット主査の「メンとメネットの車の両輪でありたい」と

いう言葉に、故成瀬理事がとても感銘を受けられ、その部

のメネットアワーで「とてもよく言い表されている、まさ

にそうでありたいものです。」とご挨拶されたことを思い

出します。

　故成瀬理事のお言葉を実践されているかのように、見事

な采配で、参加者を魅了し、楽しく居心地の良い例会を作

り上げられたメネットの皆さんと、それを支えられたメン

の皆さんに敬服いたしました。ご招待いただき、心より感

謝申しあげます。

久保田啓君 55pt
西村　清君 20pt
　　計 75pt切手

5 月 
   5 日 　尾関　　明・静枝夫妻
 18 日　小谷　治郎・充子夫妻
 27 日　青木栄一・美知子夫妻

メ　ン　　
5 月 7 日 谷川　　修君
 9 日 鈴木　武二君
 10 日 小谷　治郎君


